
市の人口と世帯数
平成26年（2014年）3月1日現在

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

84,975人
44,106人
40,869人
36,488世帯

（＋44人）
（＋24人）
（＋20人）
（＋44世帯）

前月比

今月の主な内容

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語 無駄のない　再利用で　ゴミ減らす

八潮南部中央地区の町名が決定

八潮市地域防災計画を改訂 3

2

　

３
月
９
日
か
ら
３０
日
ま
で
、中
川
や
し
お
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、「
花
桃
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

花
桃
は
ピ
ン
ク
や
赤
な
ど
の
花
が
咲
き
、満

開
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
菜
の
花
は
色
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。訪
れ
た
方

は
、花
桃
や
菜
の
花
を
背
景
に
写
真
を
撮
る
な

ど
、暖
か
い
日
差
し
の
中
、散
策
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
は
２２
日
、２３
日
の
２
日
間
開

催
し
、盆
踊
り
歌
コ
ン
テ
ス
ト
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
、大
声
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、約

２
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

花
桃
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
９
回
川
の
駅
・
中
川
や
し
お

6～9
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●臨時福祉給付金・
　子育て世帯臨時特例
　給付金のお知らせ
※詳しくは11面のふれあい福祉
コーナーをご覧ください。

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
２
０
２



（2） 平成26年（2014年）4月10日広報 No.761

ガソリンリンソリソリン

■八潮南部地区区域図

下水道の正しい使い方
　下水道に下水以外のものを流すと、下水道管を傷
めたり、ゴミなどが詰まり下水の流れが悪くなるな
ど、皆さんの生活に影響を与えます。
　大切な下水道管を適切に維持するために、次のこ
とを守りましょう。

水洗トイレにはトイレッ
トペーパー以外の生活
用品は流さない

台所のゴミや油などは
流さない

有害な物質や危険物
は絶対に流さない

　

公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区

域
内
の
皆
さ
ん
は
、
処
理
開
始
の

日
か
ら
１
年
以
内
に
接
続
す
る
こ

と
が
、
条
例
な
ど
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
接
続
工
事
は
、
必
ず

市
の
指
定
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
、
浄
化

槽
、
そ
の
他
の
排
水
設
備
を
下
水

道
へ
接
続
す
る
た
め
に
必
要
な
工

事
費
を
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
る

制
度
や
下
水
道
へ
の
接
続
に
よ
り

不
用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
、
雨
水

対
策
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下

水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
、
平

成
26
年
度
受
益
者
負
担
金
の
賦
課

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
内
容
確

認
・
納
付
方
法
な
ど
を
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て

い
る
方
で
負
担
金
を
納
入
し
て
い

な
い
方
は
、
す
み
や
か
に
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
八
潮
駅

周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
八
潮
南
部

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に

係
る
町
名
は
、
平
成
23
年
度
に

「
八
潮
南
部
地
区
町
名
策
定
委
員

会
（
以
下
、
策
定
委
員
会
と
い

う
）
」
で
検
討
さ
れ
、
市
長
へ
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
さ
れ
た
町
名
は
、
広
報
や

し
お
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
市

議
会
議
長
あ
て
に
「
南
部
地
区
区

画
整
理
事
業
区
域
の
町
名
変
更
見

直
し
に
関
す
る
請
願
書
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
は
、
「
地
元
町
会
な
ど
に

対
す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

合
意
形
成
を
図
る
べ
き
」
な
ど
の

理
由
か
ら
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
の
採
択
を
受
け
、
市
で
は

南
部
地
区
に
関
係
す
る
町
会
・
自

治
会
に
、
策
定
委
員
会
の
答
申
に

至
る
ま
で
の
策
定
経
緯
や
採
択
さ

れ
た
請
願
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

個
別
に
説
明
会
（
下
木
曽
根
・
南

川
崎
・
伊
勢
野
・
上
大
瀬
・
西
古

新
田
・
新
田
・
大
原
・
大
曽
根
東

の
各
町
会
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
南
部
地
区
に
関
係
す
る

町
会
・
自
治
会
長
に
直
接
、
意
見

を
伺
う
た
め
、
意
見
交
換
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
南
部
地
区

の
う
ち
、
平
成
26
年
度
中
の
換
地

処
分
を
予
定
し
て
い
る
南
部
中
央

地
区
の
町
名
を
南
部
西
お
よ
び
東

地
区
に
先
行
し
て
検
討
す
る
こ
と

や
、
南
部
中
央
地
区
に
関
係
す
る

町
会
・
自
治
会
な
ど
で
構
成
す
る

「
八
潮
南
部
中
央
地
区
町
名
検
討

協
議
会
（
以
下
、
検
討
協
議
会
と

い
う
）
」
を
組
織
し
て
検
討
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
検
討
協
議
会
で
ま
と

め
ら
れ
た
町
名
案
を
南
部
中
央
地

区
の
町
名
案
と
し
て
、
平
成
26
年

第
1
回
市
議
会
定
例
会
へ
議
案
を

上
程
し
、
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

決
定
し
た
南
部
中
央
地
区
の
町

名
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換

地
処
分
の
公
告
の
あ
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
換
地
処

分
の
時
期
（
平
成
26
年
度
中
を
予

定
）
に
あ
わ
せ
て
、
広
報
や
し
お

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

変
更
と
な
る
対
象
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
、
個
別
に
住
所
変
更
に
伴

う
手
続
き
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
す

る
予
定
で
す
。

　

住
所
変
更
に
伴
う
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
総
務
人
事
課（
☎
○内
２

３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

貸付・補助制度
水洗便所等
改造資金貸付

雨水貯留施設
設置費補助

貸付・補助の条件などがあるため、事前にご相談ください。
※県でも同様の補助制度があります。詳しくは、県水環境課（☎０４８－
８３０－３０８１）へ

貸付金の限度額…40万円＜無利子＞
返済方法…貸付を受けた翌月から毎月１万円

既存浄化槽（単独・合併浄化槽）の改造※
補助額…80,000円
市販の雨水貯留槽の設置
補助額…限度額25,000円、費用の1/2以内

４
月
１
日
か
ら
新
た
に

使
用
で
き
る
区
域

伊
草
・
二
丁
目
・
南
川
崎
・
伊

勢
野
・
大
瀬
・
古
新
田
・
垳
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部

八
潮
南
部
中
央
地
区
の
町
名
が
決
定

八
潮
南
部
中
央
地
区
の
町
名
が
決
定

□問
市
街
地
整
備
課
☎
○内
４
０
４

□問
下
水
道
課
☎
○内
2
６
２

　

南
部
中
央
地
区
の
町
名
が
、
大
瀬
一
丁
目
〜
六
丁
目
、
茜
町
一
丁
目
に
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
清
潔
で
快
適
な
街
に
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
4
月
1
日
現

在
、
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
約
714
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
下
水
道
普
及
率
は
約
70
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
に
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

受
益
者
負
担
金

答
申
・
請
願

町
名
案
の
議
会
上
程
・
可
決

住
所
変
更
に
伴
う
手
続
き

町
会
・
自
治
会
へ
の
説
明
会

町
会
・
自
治
会
と
の
意
見
交
換
会
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※放射能濃度測定結果および公共施設などの放射線量測定結果の詳細は、市ホームページをご覧ください。

番
号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

コミュニティセンター
八條北小学校
入谷落し水門
高木白鳥公園
八条橋西詰堤防
八条親水公園
綾瀬川放水路広場前新堤防
八潮北公園駐車場
リサイクルプラザ
夢の像幼児公園
幸之宮落し新堤防上
伊草西児童公園
八潮高校
鶴ケ曽根東児童公園
南後谷緑の広場
後谷東児童公園
松之木小学校
小作田東児童公園
鶴ケ曽根運動広場
上二東児童公園
西袋陣屋公園
柳之宮小学校
天神児童公園
中馬場児童公園
公用車専用駐車場

測定地点
測　　定　　値

地上5センチメートル 地上50センチメートル 地上1メートル

マイクロシーベルト／h

（測定日：3月11日）

0.054
0.081
0.059
0.099
0.084
0.062
0.085
0.069
0.116
0.067
0.064
0.087
0.077
0.081
0.080
0.053
0.080
0.073
0.090
0.061
0.059
0.038
0.097
0.086
0.116

0.054
0.085
0.045
0.068
0.085
0.074
0.081
0.052
0.094
0.078
0.055
0.079
0.072
0.096
0.067
0.062
0.068
0.069
0.091
0.072
0.063
0.063
0.075
0.075
0.103

0.049
0.067
0.042
0.080
0.053
0.074
0.094
0.056
0.096
0.069
0.063
0.057
0.067
0.078
0.044
0.071
0.063
0.074
0.061
0.044
0.070
0.062
0.072
0.052
0.078

26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

フラワーパーク
上木曽根会館
ＴＸ高架下新堤防上
西袋排水機場
保健センター
中馬場児童交通公園
若柳児童公園
潮止小学校
東武バス折り返し場
新堤防最終地点堤防上
西袋汚水中継ポンプ場
文化スポーツセンター
木曽根児童公園
ＴＸ高架下撤去自転車置場
南川崎保育所
大曽根第一幼児公園
南部西地区歩4-6号線
大原中学校
八潮駅南口公園
大瀬小学校
シルバー人材センター
大瀬運動公園
大曽根西中央公園
大曽根小学校
垳町会公民館前
稲荷上樋管
中川堤防（下大瀬ポンプ場）
浮塚町会西防災倉庫
平成泉橋
潮止中学校
古新田排水機場
中川小学校
古新田保育所
八潮南公園

0.102
0.071
0.121
0.085
0.148
0.087
0.076
0.067
0.100
0.115
0.072
0.072
0.085
0.091
0.074
0.068
0.112
0.085
0.062
0.032
0.122
0.051
0.056
0.082
0.097
0.113
0.092
0.108
0.079
0.086
0.122
0.055
0.073
0.103

0.077
0.078
0.096
0.077
0.115
0.064
0.074
0.069
0.098
0.093
0.054
0.059
0.074
0.075
0.058
0.069
0.100
0.077
0.064
0.030
0.098
0.065
0.058
0.053
0.082
0.091
0.109
0.073
0.065
0.079
0.091
0.050
0.071
0.095

市内全域における放射線量の測定結果（3月）市内全域における放射線量の測定結果（3月）市内全域における放射線量の測定結果（3月）
　市では、携帯用簡易測定器により、市内59地点で放射線量の測定を行っ
ています。
　市では、携帯用簡易測定器により、市内59地点で放射線量の測定を行っ
ています。
　市では、携帯用簡易測定器により、市内59地点で放射線量の測定を行っ
ています。 　環境リサイクル課☎　３51○内□問
放射線量測定一覧表

0.091
0.061
0.100
0.070
0.095
0.071
0.077
0.062
0.100
0.085
0.075
0.049
0.070
0.086
0.062
0.066
0.083
0.068
0.070
0.024
0.103
0.061
0.058
0.060
0.078
0.086
0.095
0.083
0.052
0.062
0.079
0.049
0.069
0.104

　

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
は
、

八
潮
市
防
災
基
本
条
例
の
基
本

理
念
を
踏
ま
え
、
災
害
対
策
基

本
法
の
規
定
に
基
づ
き
八
潮
市

防
災
会
議
が
策
定
し
た
防
災
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
で
す
。

　

市
、
防
災
関
係
機
関
、
市
民
、

事
業
者
な
ど
が
防
災
活
動
を
迅

速
で
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
生
命
、
身
体

お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
行
政

が
被
災
し
、
十
分
な
災
害
対
応

が
行
え
な
い
「
行
政
に
よ
る
災

害
対
応
の
限
界
」
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
の
基
本
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
日
ご
ろ
か
ら

防
災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

行
動
を
身
に
つ
け
、
自
分
自
身

や
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
の

「
自
助
」
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」
を
実
践
し
、
被
害
の

軽
減
お
よ
び
拡
大
防
止
に
努
め

る
こ
と
で
す
。

○
自
分
自
身
お
よ
び
家
族
の
安

全
を
確
保

○
飲
料
水
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策

○
正
確
な
情
報
把
握

○
近
隣
住
民
と
の
積
極
的
な
交

流

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

○
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及

・
啓
発

○
災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確

保○
避
難
所
の
運
営
活
動
の
実
施

○
市
と
の
連
携

○
防
災
責
任
者
の
育
成

○
建
築
物
・
施
設
・
設
備
の
安

全
管
理

○
飲
料
水
や
食
糧
な
ど
の
備
蓄

○
従
業
員
の
帰
宅
困
難
者
対
策

○
事
業
継
続
計
画
の
策
定

　

市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
方
も

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

自
分
自
身
や
家
族
の
安
全
を

守
る
「
自
助
」
、
身
近
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
互
い
に

助
け
合
う
「
共
助
」
、
行
政
が

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
「
公

助
」
が
相
互
に
協
力
・
連
携
し
、

市
民
、
事
業
者
、
市
な
ど
が
一

体
と
な
る
こ
と
に
よ
り
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
り
、
防
災
活

動
が
円
滑
に
機
能
す
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

防
災
対
策
は
、
被
災
者
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
、
女
性
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
に
対

し
、
き
め
細
か
い
配
慮
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
防
災
に
関

す
る
方
針
・
施
策
の
決
定
過
程

や
災
害
の
現
場
な
ど
へ
女
性
の

参
画
を
図
り
、
男
女
双
方
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
し
た

防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
①

□問
交
通
防
災
課
☎
○内
３
０
５

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
埼
玉
県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
八
潮
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。
計
画
の
概
要
を
３
回
に
分

け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
基
本
的
役
割

自
主
防
災
組
織
の
基
本
的
責
務

事
業
所
な
ど
の
基
本
的
役
割

市
民
の
安
全・安
心

自
助・共
助・公
助

防
災
対
策
の
推
進

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
と
は

市
民
、自
主
防
災
組
織
、事
業
所
な
ど
の
役
割

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
の
基
本
方
針



一般会計　（ア） 0.1

2.1

4.3

78.9

18.8

29.6

△ 12.1

△ 0.9

14.2

9.9

5.1

7.6

2.6

増減率
Ｃ/Ｂ×100

増減額
Ｃ（A－Ｂ）

対前年度比年　　度

会計区分

26,510,000

9,845,461

3,505,000

106,500

90,450

358,300

807,100

1,540,000

3,791,039

619,782

20,663,632

3,231,782

50,405,414

26,530,000

10,048,364

3,657,000

190,500

107,450

464,300

709,100

1,526,000

4,327,937

681,134

21,711,785

3,476,416

51,718,201

上水道事業会計
（企業会計）　（ウ）

合　計
（ア＋イ＋ウ）

計　（イ）

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理

鶴ヶ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理

南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理

介 護 保 険

20,000

202,903

152,000

84,000

17,000

106,000

△ 98,000

△ 14,000

536,898

61,352

1,048,153

244,634

1,312,787

後期高齢者医療

公 共 下 水 道

国 民 健 康 保 険

（単位：千円、％）

平成25年度
予  算  額
B

平成26年度
予  算  額
Ａ

※△は－（マイナス）を表す

特　
　

別　
　

会　
　

計

１  かいてき ： 新時代を支える都市の形成

① 土地区画整理事業の推進
② 北部地区整備の推進　　　
③ 歩道の段差解消　　　　　
④ 道路施設の長寿命化　　　
⑤ 橋りょうの安全確保
⑥ 水路整備事業の推進
⑦ 公共下水道事業の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,187,784千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18,500千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,000千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50,161千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,780千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61,610千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・950,000千円

２  やすらぎ ： 心やすらぐ安全な生活環境の形成

① 公園等の改修
② 葛西用水の親水化整備（第６期）
③ 木造住宅耐震化の促進
④ リサイクルプラザ周辺環境整備の充実
⑤ 消防力強化の推進
⑥ 地域防災体制の充実
⑦ 交通安全対策の推進
⑧ 防犯体制の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25,300千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44,000千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,500千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38,510千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・229,293千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,448千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52,397千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13,997千円

3  ふれあい ： 明るく生きがいにみちた社会の形成

① 町会自治会の支援
② 子育て支援の推進
③ 高齢者福祉の充実
④ 障がい者福祉の充実
⑤ 障がい者福祉施設の充実
⑥ 臨時給付金の支給
⑦ 食物アレルギーの対応

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,564千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,418千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,617千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,537千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,941千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・376,256千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100千円

4  ちから ： 活気あふれる産業の形成

① 中小企業資金融資事業の充実
② 工業振興事業の充実
③ 観光の振興
④ 勤労青少年ホームの充実

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・296,129千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15,510千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・445千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,872千円

5  はぐくみ ： 明日の八潮を担う人づくり環境の形成

① 幼稚園就園奨励事業
② 特別支援教育の充実
③ 学校施設の改修・整備
④ 市民文化会館の充実
⑤ スポーツ大会の充実
⑥ 体育施設の充実

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184,040千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,450千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・630,340千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,578千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,000千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,186千円

6  すいしん ： 市民に開かれた計画的な行政推進体制の形成

① 協働のまちづくりの推進
② 計画行政の推進
③ 本庁舎耐震化調査の実施
④ アセットマネジメントの導入

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,901千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,832千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,000千円

※詳しい内容や予算書の全ページ（ＰＤＦファイル）は、市ホームページをご覧ください。

265億3千万円

歳　入
国庫支出金
16.2%
42億

9,007万円

市税
56.3%
149億
3,188万円

県支出金　4.5%
12億518万2千円

諸収入　4.2%
11億1,897万8千円

地方消費税交付金　3.7%
9億8,800万円

繰越金　1.7%
4億5,000万円

地方交付税　1.3%
3億5,000万円

分担金及び負担金　1.2%
3億2,123万4千円

市債　7.8%
20億7,410万円

繰入金
使用料及び手数料
地方譲与税
地方特例交付金
配当割交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
財産収入
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金

2億4,134万5千円
1億7,497万5千円
1億5,400万円
8,890万円
4,400万円
3,700万円
2,100万円
1,663万4千円
1,600万円
670万円

2千円

その他　3.1%　8億55万6千円

総務費　8.7%
22億9,766万円

教育費　9.9%
26億1,889万2千円

公債費　12.5%
33億2,725万9千円

議会費　1.0%
2億7,531万円

商工費　1.6%
4億3,077万4千円

消防費　4.6%
12億2,888万1千円

衛生費　7.5%
19億9,563万7千円

労働費
農林水産業費
予備費
諸支出金

その他　0.8%　1億9,823万6千円
7,075万円
6,414万2千円
5,000万円
1,334万4千円

土木費
13.2%

34億9,427万
4千円

民生費
40.2%

106億6,307万
7千円

265億3千万円

歳　出

一
般
会
計
予
算
は
265
億
３
千
万
円（
前
年
度
比
２
千
万
円
の
増
）

□問
財
政
課
☎
○内
3
0
6

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、市
民
と
の
共
生
・
協
働
の
理
念
の
も
と
、住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、市
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
、市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全
事
業
の
推
進

な
ど
を
中
心
に
、限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、「
選
択
と
集
中
」と
い
う
視
点
で
、事
業
の
必
要
性
・
優
先
度
や

事
業
効
果
な
ど
を
徹
底
的
に
検
証
し
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計予算の主な事業 （※第４次八潮市総合計画の６つの分野別の柱）

平成２6年度会計別予算総括表一般会計の歳入・歳出予算

の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

（4） 平成26年（2014年）4月10日広報 No.761



　

本
市
の
平
成
26
年
度
の
財
政
運

営
の
見
通
し
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
市
た
ば
こ
税
で
減
額
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
個
人
市
民
税
な

ど
で
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

市
税
全
体
で
は
、
若
干
の
増
額
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
に
お

い
て
は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
人

件
費
で
は
減
額
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
扶
助
費
で
は
、
生
活
保
護

費
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も

に
、
物
件
費
な
ど
で
は
、
消
費
税

率
の
改
正
な
ど
に
よ
り
一
般
財
源

の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活

用
す
る
た
め
「
選
択
と
集
中
」
の

視
点
で
、
事
業
の
必
要
性
・
優
先

度
・
効
果
、
経
費
の
内
容
な
ど
を

徹
底
的
に
検
証
し
、
事
業
の
厳
選

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
12
月
24
日
か
ら
１
月
28
日
ま
で

　

平
成
26
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
28
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
施
政
方
針
と

前
定
例
会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
「
市
民
が
育
む
品
格
と
活
力
の
あ
る
ま

ち　

や
し
お
」
の
実
現
を
目
指
す
、
市
基
本
構
想
の
６
本
の
柱
に
分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
一
部
抜
粋
。
全
文
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

の
間
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
実
施
設
計
な
ど
の

業
務
委
託
を
９
件
、
管
き
ょ
築
造

工
事
を
４
件
発
注
。

▼
12
月
25
日
か
ら
１
月
28
日
ま
で

の
間
、
道
路
環
境
の
向
上
の
た
め
、

業
務
委
託
を
１
件
、
工
事
を
１
件

発
注
。

▼
12
月
25
日
か
ら
１
月
28
日
ま
で

の
間
、
水
路
環
境
の
改
善
お
よ
び

効
果
的
な
内
水
排
除
を
図
る
た
め
、

業
務
委
託
を
２
件
、
工
事
を
２
件

発
注
。

▼
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並
び

に
誘
致
期
成
同
盟
会
で
、
１
月
29

日
、
埼
玉
県
知
事
に
、
２
月
10
日

に
茨
城
県
知
事
に
対
し
、
要
望
活

動
を
実
施
。

▼
南
部
中
央
地
区
の
関
係
５
町
会

・
自
治
会
の
代
表
者
な
ど
で
協
議

会
を
組
織
し
、
１
月
30
日
お
よ
び

２
月
14
日
に
、
平
成
26
年
度
中
の

換
地
処
分
を
予
定
し
て
い
る
南
部

中
央
地
区
の
町
名
を
検
討
。

▼
２
月
７
日
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
株
式
会
社
に
、
東
京
駅
へ
の
延

伸
、
八
潮
駅
へ
の
快
速
列
車
の
停

車
な
ど
を
要
望
。

▼
平
成
26
年
１
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
825
万
９
０
５
６
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
て
１
万
５
９
５
９
立
方
メ
ー
ト

ル
の
減
少
。

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
15
億

２
８
６
０
万
円
と
な
り
、
前
年
同

期
と
比
較
し
、
517
万
円
の
減
少
。

▼
浄
・
配
水
場
の
適
正
な
機
能
維

持
を
図
る
た
め
、
12
月
20
日
か
ら

２
月
６
日
ま
で
の
間
に
、
修
繕
を

３
件
、
１
月
31
日
に
中
央
浄
水
場

配
水
施
設
更
新
に
関
す
る
工
事
を

１
件
、
２
月
10
日
に
業
務
委
託
を

１
件
発
注
。

▼
１
月
28
日
、
配
水
管
工
事
を
１

件
、
１
月
28
日
か
ら
２
月
10
日
ま

で
の
間
に
配
水
管
工
事
に
伴
う
舗

装
復
旧
工
事
を
２
件
、
12
月
25
日

に
設
計
業
務
委
託
を
１
件
発
注
。

▼
12
月
27
日
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う

放
射
能
汚
染
対
策
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
、
平
成
23
年
12
月
ま
で
の

空
間
線
量
検
査
費
用
26
万
２
２
１

５
円
、
平
成
23
年
度
の
食
品
検
査

費
用
３
４
５
７
円
、
平
成
24
年
度

の
食
品
検
査
費
用
427
万
２
８
２
３

円
を
東
京
電
力
株
式
会
社
に
賠
償

請
求
。

▼
１
月
22
日
、
オ
ウ
ム
真
理
教
対

策
関
係
市
町
村
連
絡
会
で
、
法
務

大
臣
お
よ
び
公
安
調
査
庁
長
官
に

対
し
、
要
望
活
動
を
実
施
。

▼
１
月
29
日
お
よ
び
２
月
10
日
、

八
潮
駅
前
な
ど
で
、
交
通
事
故
防

止
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

ま
た
、
１
月
17
日
か
ら
２
月
26
日

ま
で
の
間
、
市
内
保
育
所
な
ど
で
、

交
通
安
全
教
室
を
６
回
実
施
。

▼
２
月
５
日
、
家
庭
か
ら
発
生
す

る
ご
み
を
自
ら
ご
み
集
積
所
へ
持

ち
出
す
こ
と
や
身
近
な
人
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
、

戸
別
収
集
を
開
始
。

▼
２
月
23
日
、
消
費
生
活
展
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
消
費
活
動
の
啓

発
活
動
を
実
施
。

▼
昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生
件
数

は
13
件
で
、
平
成
24
年
と
比
較
し

て
11
件
減
少
し
、
損
害
額
は
約
４

５
９
９
万
９
千
円
。
ま
た
、
救
急

出
動
件
数
は
、
３
７
７
７
件
で
１

日
当
た
り
約
10
・
３
件
の
出
動
と

な
り
、
平
成
24
年
と
比
較
し
て
128

件
増
加
。

▼
12
月
４
日
、
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
の
い
る
家
庭
３
０
０
０
世
帯

に
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実

施
。
回
収
率
は
、
60
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
。

▼
12
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
１

月
８
日
の
４
日
間
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
習
会
」
を
開
催
。

▼
１
月
17
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽
荘
で
、
「
平
成
25
年
度
寿

大
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

男
性
７
人
、
女
性
32
人
の
合
計
39

人
が
卒
業
。

▼
２
月
17
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
「
子

ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
条
件
」
を
開

催
。
ま
た
、
２
月
24
日
、
介
護
予

防
講
演
会
「
い
つ
来
て
も
大
丈
夫
、

も
の
忘
れ
」
を
開
催
。

▼
１
月
15
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
第
39
回
八
潮
市
農
業
祭
」
に
出

品
さ
れ
た
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の

生
産
者
を
表
彰
。

▼
「
や
し
お
八
つ
の
ハ
ッ
ピ
ー
野

菜
博
覧
会
（
は
ぴ
ベ
ジ
博
）
」
の

グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
さ
れ
、
１
月

26
日
、
商
工
会
で
、
表
彰
式
を
実

施
。

▼
２
月
20
日
、
平
成
25
年
度
の
八

潮
市
優
良
技
術
者
・
技
能
者
２
人

を
表
彰
。

▼
２
月
23
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、
「
第
23
回
八
潮
市
消
費
生

活
展
」
を
開
催
し
、
併
せ
て
「
特

産
品
・
推
奨
品
フ
ェ
ア
２
０
１

４
」
を
開
催
。

▼
１
月
13
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

成
人
式
を
開
催
し
、
567
人
が
参
加
。

▼
１
月
22
日
、
八
條
中
学
校
の
音

楽
室
空
調
設
備
設
置
工
事
、
八
幡

中
学
校
の
武
道
場
照
明
器
具
取
替

工
事
を
発
注
。

▼
１
月
26
日
、
「
第
49
回
八
潮
市

内
一
周
駅
伝
大
会
」
を
開
催
。

▼
１
月
28
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
で
、
第
31
回
企
画

展
「
八
潮
の
も
の
づ
く
り
」
を
開

催
。
ま
た
、
12
月
21
日
、
１
月
25

日
お
よ
び
２
月
22
日
に
体
験
講
座

「
手
づ
く
り
み
そ
」
な
ど
を
、
１

月
12
日
お
よ
び
２
月
23
日
に
「
八

潮
の
も
の
づ
く
り
」
な
ど
に
関
連

す
る
古
文
書
講
座
を
開
催
。

▼
１
月
20
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

の
間
、
携
帯
電
話
・
テ
レ
ビ
・
ゲ

ー
ム
機
を
使
用
し
な
い
日
を
各
学

校
で
１
日
設
定
し
、
「
第
３
回
ノ

ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
実
施
。

▼
１
月
31
日
か
ら
２
月
３
日
ま
で

の
間
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
、

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
の
合
同

作
品
展
を
開
催
。

▼
２
月
１
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

大
学
院
の
研
究
発
表
会
を
、
２
月

８
日
、
市
民
大
学
２
学
年
に
よ
る

自
主
研
究
発
表
会
を
開
催
。

▼
２
月
１
日
、
八
條
公
民
館
で
、

「
冬
の
星
座
観
望
会
」
を
、
２
月

４
日
お
よ
び
８
日
、
八
幡
公
民
館

で
、
「
マ
ー
ブ
ル
ク
レ
ヨ
ン
を
作

ろ
う
！
」
を
開
催
。

▼
２
月
16
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、
「
第
１
回
や
し
お
コ
ラ
ボ

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。

▼
２
月
20
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
人
権
啓
発
講
演
会
を
開
催
。

▼
２
月
26
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
推
進
委

員
会
・
合
同
報
告
会
」
を
開
催
。

▼
１
月
31
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
市

政
に
功
労
の
あ
っ
た
25
人
を
表
彰
。

▼
２
月
２
日
お
よ
び
23
日
、
八
潮

メ
セ
ナ
で
、
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」
を
開
催
。

▼
２
月
12
日
、
20
日
お
よ
び
25
日
、

潮
止
、
八
條
、
八
幡
の
３
地
区
で
、

「
生
涯
学
習
地
域
会
議
」
を
開
催
。

▼
２
月
17
日
、
や
し
お
の
川
を
き

れ
い
に
す
る
会
の
会
員
の
方
々
と

「
市
長
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
を
実
施
。

交通安全教室

介護予防講演会

第49回八潮市内一周駅伝大会
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市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況

1
か
い
て
き

新
時
代
を
支
え
る

　
　
　
　

都
市
の
形
成

2
や
す
ら
ぎ

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な

　
　

生
活
環
境
の
形
成

3
ふ
れ
あ
い

明
る
く
生
き
が
い
に

　

み
ち
た
社
会
の
形
成

5
は
ぐ
く
み

明
日
の
八
潮
を
担
う

人
づ
く
り
環
境
の
形
成

6
す
い
し
ん

市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的
な

行
政
推
進
体
制
の
形
成

4
ち
か
ら

活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

産
業
の
形
成
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経
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第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会（
３
月
）で
監
査
委
員

に
、次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

（
再　
　

任
）　

原　

寿
基
氏
（
八
潮
五
丁
目
）

（
任
期　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

は
ら

ひ
さ
き

【
部
長
級
】

▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長　

宇
田
川
浩
司
（
税
財
政
部

長
）
▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
秘
書
担
当
理

事　

田
中
一
夫
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
次

長
）
▽
税
財
政
部
長　

秋
山
隆
（
ふ
れ
あ

い
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
▽
ふ
れ

あ
い
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

遠
藤

忠
義
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
兼
子
育
て

支
援
課
長
）
▽
市
民
活
力
推
進
部
長　

村

上
誠
弥
（
市
民
活
力
推
進
部
理
事
兼
商
工

観
光
課
長
）
▽
会
計
管
理
者　

小
野
寺
祐

美
（
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
兼
八
潮
市
立
体
育
館
長
）
▽
消

防
長　

安
藤
一
明
（
消
防
本
部
次
長
兼
消

防
署
長
）

【
次
長
級
】

▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
情
報
化
推
進
担
当

兼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
担
当
参
事　

野
口
正
敏
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
情
報
化

推
進
担
当
参
事
）
▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部

次
長
兼
総
務
人
事
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
主
幹　

荒
浪
淳
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部

総
務
人
事
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
副
主

幹
）
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福

祉
課
長　

峯
岸
恒
元
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部

社
会
福
祉
課
長
）
▽
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
次

長
兼
健
康
増
進
課
長　

小
林
智
（
健
康
ス

ポ
ー
ツ
部
参
事
兼
健
康
増
進
課
長
）
▽
く

ら
し
安
全
部
次
長
兼
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

長　

佐
々
木
千
秋
（
く
ら
し
安
全
部
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
課
長
）
▽
く
ら
し
安
全
部
参

事
兼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
所
長　

大
山
和

男
（
く
ら
し
安
全
部
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

主
幹
兼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
所
長
）
▽
市

民
活
力
推
進
部
次
長
兼
農
政
課
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係
長　

水
嶋
清
和
（
市
民
活
力
推
進

部
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

兼
農
地
係
長
）
▽
建
設
部
次
長　

斎
藤
修

一
（
建
設
部
道
路
治
水
課
長
）
▽
都
市
デ

ザ
イ
ン
部
次
長　

豊
田
平
蔵
（
都
市
デ
ザ

イ
ン
部
参
事
兼
開
発
建
築
課
長
）
▽
教
育

総
務
部
次
長　

古
庄
元
行
（
く
ら
し
安
全

部
次
長
兼
Ｉ
Ｓ
Ｏ
担
当
）
▽
学
校
教
育
部

次
長
兼
学
務
課
長　

柳
澤
徹
（
学
校
教
育

部
学
務
課
長
）
▽
消
防
本
部
次
長
兼
警
防

課
長　

田
中
一
夫
（
消
防
本
部
指
令
課

長
）
▽
消
防
署
長　

名
倉
健
二
（
消
防
本

部
予
防
課
長
）

【
課
長
級
】

▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
政
策
担
当
主
幹　

菅
野
貴
大
（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）
▽
税
財

政
部
資
産
税
課
長　

瀧
沢
昭
仁
（
市
民
活

力
推
進
部
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）
▽
税

財
政
部
納
税
課
長　

宮
下
太
郎
（
埼
玉
県

か
ら
派
遣
）
▽
税
財
政
部
納
税
課
主
幹
兼

納
税
係
長　

鈴
木
進
（
税
財
政
部
納
税
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
▽
税
財
政
部
財

政
課
長　

宇
田
川
智
（
税
財
政
部
財
政
課

財
政
担
当
副
主
幹
）
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部

長
寿
介
護
課
長　

津
村
哲
郎
（
ふ
れ
あ
い

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
長
兼
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
所
長
）
▽
ふ
れ

あ
い
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長　

高
橋
忠

（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
主

幹
）
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

長
兼
障
が
い
者
支
援
係
長
兼
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
所
長　

倉
林
昌

也
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
課

長
補
佐
兼
障
が
い
福
祉
係
長
）
▽
健
康
ス

ポ
ー
ツ
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
八
潮
市

立
体
育
館
長　

有
馬
亮
祐
（
都
市
デ
ザ
イ

ン
部
開
発
建
築
課
主
幹
）
▽
く
ら
し
安
全

部
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
主
幹
兼
環
境
衛
生

・
清
掃
係
長　

小
倉
篤
男
（
市
民
活
力
推

進
部
商
工
観
光
課
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所

長
兼
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
係
長
兼
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
係
長
）
▽
く
ら
し
安
全
部
市
民
課
長

　

宮
下
泰
朗
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
長
寿
介

護
課
長
）
▽
市
民
活
力
推
進
部
商
工
観
光

課
長　

小
澤
康
彦
（
選
挙
管
理
委
員
会
主

幹
）
▽
建
設
部
道
路
治
水
課
長　

大
山
敏

（
建
設
部
下
水
道
課
主
幹
）
▽
建
設
部
道

路
治
水
課
主
幹　

水
谷
武
志
（
建
設
部
道

路
治
水
課
課
長
補
佐
）
▽
建
設
部
下
水
道

課
主
幹　

石
出
正
敏
（
建
設
部
下
水
道
課

課
長
補
佐
）
▽
建
設
部
営
繕
・
住
宅
課
長

　

五
味
修
一
（
建
設
部
営
繕
・
住
宅
課
課

長
補
佐
）
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
都
市
デ
ザ

イ
ン
課
公
園
緑
地
担
当
主
幹　

石
塚
清

（
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
課

長
補
佐
）
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
開
発
建
築

課
長　

木
村
和
浩
（
建
設
部
営
繕
・
住
宅

課
長
）
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
市
街
地
整
備

課
換
地
・
販
売
促
進
担
当
主
幹　

岡
田
亨

（
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
市
街
地
整
備
課
事
業

推
進
担
当
副
主
幹
）
▽
会
計
課
長　

友
部

洋
子
（
監
査
委
員
事
務
局
局
長
補
佐
兼
監

査
係
長
兼
公
平
委
員
会
）
▽
水
道
部
施
設

課
主
幹　

大
山
孝
一
（
水
道
部
施
設
課
副

主
幹
）
▽
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課
長　

藤
波
勲
（
会
計
課
長
）
▽
学
校
教
育
部
指

導
課
長
兼
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
長　

會

沢
実
（
八
潮
市
立
大
原
小
学
校
教
頭
）
▽

消
防
本
部
予
防
課
長　

小
倉
喜
代
孝
（
消

防
署
副
署
長
兼
第
２
担
当
司
令
）
▽
消
防

本
部
指
令
課
長　

田
中
明
（
消
防
本
部
警

防
課
長
）
▽
消
防
署
第
１
中
隊
主
幹
兼
中

隊
長　

高
橋
博
志
（
消
防
署
第
２
中
隊
中

隊
長
）
▽
消
防
署
副
署
長
兼
第
２
担
当
司

令　

蓮
見
好
夫
（
消
防
署
第
１
中
隊
中
隊

長
）
消
防
署
第
２
中
隊
主
幹
兼
中
隊
長　

栗
原
勇
（
消
防
本
部
指
令
課
課
長
補
佐
）

■
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▽
豊
田
修
由
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
深
井
章

（
市
民
活
力
推
進
部
長
）
▽
堀
間
清
（
会

計
管
理
者
）
▽
豊
田
勝
次
（
消
防
長
）
▽

森
孝
夫
（
く
ら
し
安
全
部
参
事
兼
市
民
課

長
）
▽
小
倉
光
雄
（
市
民
活
力
推
進
部
参

事
兼
や
し
お
生
涯
楽
習
館
長
）
▽
郡
司
義

秋
（
建
設
部
次
長
）
▽
飯
塚
稔
（
建
設
部

次
長
）
▽
松
井
輝
一
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
部

次
長
）
▽
吉
原
敏
夫
（
議
会
事
務
局
参
事

兼
議
事
調
査
課
長
）
▽
秋
元
勝
幸
（
教
育

総
務
部
次
長
）
▽
恩
田
誠
（
税
財
政
部
資

産
税
課
長
）
▽
畔
上
兼
彰
（
税
財
政
部
納

税
課
長　

埼
玉
県
へ
帰
任
）
▽
坪
井
俊
治

（
学
校
教
育
部
指
導
課
長
兼
小
中
一
貫
教

育
推
進
室
長　

埼
玉
県
へ
帰
任
）
▽
伊
藤

敏
子
（
学
校
教
育
部
指
導
課
主
幹　

埼
玉

県
へ
帰
任
）
▽
小
澤
久
司
（
消
防
署
第
１

中
隊
主
幹
兼
中
隊
長
）

※
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名

課
長
級
以
上
職
員

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し

お
苑
運
営
委
員
会
の
傍
聴

□日
５
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

□場
市
役
所
第
２
会
議
室

□内
平
成
25
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
４
４
７

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
「
第
２

次
八
潮
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
を
実
感
し
な
が
ら
、

よ
り
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
（
840
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
）
、
市
内

公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

　

「
環
境
に
や
さ
し
い
魅
力
あ
る
農
の
活

力
が
実
感
で
き
る
」
都
市
型
農
業
の
実
現

を
目
指
し
て
、
本
市
の
特
徴
で
あ
る
大
都

市
に
面
し
た
貴
重
な
農
業
資
源
を
生
か
し

た
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
「
八
潮
市
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
（
840
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
）
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

□問
農
政
課
☎
○内
２
９
９

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
の
た
め
に
行
う
事
業
に
対

し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

□対
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
の

解
決
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
も
の
▼
市
内
に
事
務
所
ま

た
は
活
動
場
所
を
有
す
る
▼
構
成
員
が
５

人
以
上
で
あ
る
▼
団
体
の
運
営
に
関
す
る

規
約
な
ど
を
定
め
て
い
る
▼
適
切
な
会
計

処
理
が
行
わ
れ
て
い
る

□内
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10

万
円
）

□定
２
〜
３
団
体
（
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
事
業
説
明
、
専
門
委
員
に
よ

る
審
査
あ
り
）

□申
６
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
市
民
協
働
推
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
市
民
協
働
推
進
課

（
☎
○内
４
６
５
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スshim

inkyodo@city.yashio.lg.jp

）
へ

　

市
で
は
、
第
５
次
八
潮
市
障
が
い
者
行

動
計
画
・
第
４
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
基
礎
と
な
る
資
料

と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□問
障
が
い
福
祉
課
☎
○内
４
５
３

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
西
ル
ー
ト
の
日
中

の
便
の
一
部
が
大
瀬
・
古
新
田
地
区
へ
延

伸
し
ま
す
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る
バ
ス
停

留
所
は
、
中
川
小
学
校
、
古
新
田
南
、
古

新
田
中
央
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
運
行
ダ
イ
ヤ
も
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

東
武
バ
ス
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://www.tobu-bus.com/pc/search/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□日
4
月
21
日
㈪
か
ら
（
予
定
）

□問
交
通
防
災
課
☎
○内
２
８
８

　　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
利
用
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

□日
登
録
手
続
き
後
の
保
険
適
用
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

□対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
16
歳
以
上

の
方

□費
２
０
０
０
円
（
登
録
料
）

□申
登
録
料
を
お
持
ち
の
う
え
、
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
996
・
５
１
２
６
、
受

付
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
窓
口
へ

　

公
正
・
中
立
な
立
場
で
当
事
者
双
方
の

言
い
分
を
お
聴
き
し
、
和
解
の
成
立
を
目

指
し
ま
す
。

□内
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
、
土
木
・
建
築
・
設
備
の
請
負
工
事

で
、
建
物
に
手
抜
き
や
不
具
合
（
欠
陥
）

が
あ
る
、
契
約
し
た
は
ず
の
仕
様
と
異
な

る
、
請
負
代
金
の
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

□問
埼
玉
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
事
務
局

（
県
土
整
備
政
策
課
内
）☎
048
・
830
・
５
２

６
２

□日
４
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受

付
＝
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

□場
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

□費
無
料

※
事
前
予
約
不
要

□問
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

048
・
710
・
５
６
６
６

会
議
の
開
催

建
設
工
事
請
負
契
約
ト
ラ
ブ
ル
相
談

相
続
問
題
相
談
会

八
潮
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
助
成
金
制
度

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
西
ル
ー
ト
が
大

瀬・古
新
田
地
区
に
延
伸

八
潮
市
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

を
策
定

第
２
次
八
潮
市
健
康
づ
く
り
行
動
計

画
を
策
定

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
利
用
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おしらせHOTコーナー　案内・催し

【えせ同和行為とは】
　個人、企業、行政機関などに対して、同和問題の解決
に努力しているように装い「高額な図書の購入強要」や
「寄付金・賛助金の強請」などの不法、不当な行為や要
求をすることをいいます。
　えせ同和行為の横行は、その不当な行為により、企業
や行政機関のみならず、国民の間に、同和問題に対する
誤った意識を植えつけ、新たな差別意識を生む大きな要
因となっています。これは、同和問題解決のために多く
の人々が積み重ねてきた教育と啓発活動の効果を一挙に
覆す許されない行為です。
【えせ同和行為は断固拒否しましょう】
　えせ同和行為者が、激しい言葉で要求してきても、不
当な要求は断固として拒否をし、終始毅然とした態度で
対応し、決して妥協はしないことが大切です。
　その場しのぎの安易な妥協は相手に期待を抱かせるこ
とになり、同和問題の解決を遅らせることになります。
【同和問題とは】
　日本の歴史の中で生み出された差別がいまだに残り、
「同和地区に住んでいる」あるいは「同和地区に生まれ
た」という理由で、結婚、就職などの面で差別を受け、
憲法が保障する基本的人権が侵害されるという、日本固
有の重大な人権問題です。
【埼葛えせ同和行為対策強化月間】
　本市を含む県東部で構成する埼葛郡市市町では、さま
ざまな人権問題の解決に向け連携して人権教育・啓発活
動を実施しています。
　その一環として、毎年４月を「埼葛えせ同和行為対策
強化月間」と定め、同和問題の解決の妨げとなっている
「えせ同和行為」の排除を呼びかけています。
□問人権・男女共同参画課☎○内８１１、社会教育課☎○内３６５

えせ同和行為を排除しましょう
　ペットの増加に伴い、飼育などに関する相談や苦情が増えて
います。ペットを飼い始める前から正しい飼い方などの知識を
持ち、近所や周囲の方に迷惑をかけないようにしましょう。

動物は責任を持って飼いましょう

野良猫にエサを与えないで
　野良猫にエサを与えると、多くの猫が
集まり繁殖するため、交通事故に遭った
り、病気になるなど不幸な猫を増やすこと
になります。
　野良猫にエサを与える場合は、飼い猫
として責任を持って飼いましょう。

散歩のマナーを守りましょう
　犬の散歩時のフンは持ち帰り、おしっこ
は水で流すなど、近所や周囲の方に迷
惑をかけないようにしましょう。
　また、さまざまな危険から犬を守るため、
散歩時には必ずリードでつなぎましょう。

　愛護動物を捨てることは、「動物の愛
護及び管理に関する法律」により禁止さ
れています。
　誰かが拾ってくれるという安易な考えは
やめて、家族の一員として責任を持って
最期まで飼いましょう。

ペットを捨てないで

　「エサを与えないで」「フン害防止」などの看板を無料で
配布していますので、ご活用ください。

□問環境リサイクル課☎○内235

□日
５
月
２
日
㈮　

受
付
＝
午
後
２
時
〜
３

時（
午
後
１
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布
）

□場
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

（
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
春
日
部
駅

西
口
徒
歩
５
分
）

※
事
前
予
約
不
要

□問
埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
☎
962
・
１
１

８
８

□日
４
月
16
日
㈬
〜
５
月
11
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
３
時
45
分

□場
資
料
館
古
民
家
ほ
か

□内
五
月
人
形
・
こ
い
の
ぼ
り
の
展
示

□費
無
料

□問
資
料
館
☎
997
・
６
６
６
６

①
八
潮
の
観
音
信
仰

　 

市
内
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
の
解
説
と
、

武
蔵
国
三
十
三
観
音
霊
場
総
開
帳
に
あ
た

り
、
県
指
定
文
化
財
大
経
寺
千
手
観
音
菩

薩
立
像
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

□日
４
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
〜
（
1
時
間

程
度
）

□場
八
條
大
経
寺
観
音
堂
集
合

□内
大
経
寺
観
音
堂
、
清
勝
院
新
田
観
音
堂

見
学
ほ
か

②
和
井
田
家
住
宅
修
理
現
地
説
明
会

 

国
指
定
重
要
文
化
財
和
井
田
家
住
宅
で

長
屋
門
の
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
な
ど
を

見
学
し
ま
す
。

□日
４
月
19
日
㈯　

▼
午
前
10
時
30
分
〜
▼

午
後
２
時
30
分
〜
（
い
ず
れ
も
１
時
間
程

度
、
雨
天
決
行
）

□場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
和
井
田
家
住
宅
前

バ
ス
停
集
合

―
①
②
共
通
―

□持
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴

□費
無
料

※
事
前
予
約
不
要
。
見
学
先
に
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□問
資
料
館
☎
997
・
６
６
６
６

□日
４
月
24
日
㈭　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

□場
八
條
公
民
館
会
議
室
２

□対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師　

遠
藤
忠
さ
ん
（
八
潮
市
郷
土
研
究

会
会
長
）

□定
30
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
４
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
994
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

□日
６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
〜

□場
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

□対
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
中
学
生
以
上
で
あ
り
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
が
1
人
以
上
含
ま
れ
て

い
る
チ
ー
ム

□内
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
の
対
抗
試
合
（
1
チ

ー
ム
4
試
合
程
度
）

□定
12
チ
ー
ム
（
申
込
順
）

□費
1
チ
ー
ム
1
5
0
0
円

□申
４
月
14
日
か
ら
30
日
ま
で
に
、
さ
い
か

つ
ぼ
ー
る
大
会
参
加
申
込
書
（
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を
窓
口
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
☎
996
・
５
１
２
６
、　

996
・
７
１
２

９
）
へ

□日
５
月
９
日
〜
６
月
27
日
（
毎
週
金
曜
日

・
全
８
回
）　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

□場
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
草
加
市
柿
木
町
163

|
１
）

□対
市
内
在
住
・
在
学
で
泳
げ
な
い
、
泳
ぎ

が
苦
手
な
小
学
生
（
必
ず
保
護
者
が
送

迎
）

□定
25
人
（
申
込
順
）

□費
３
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□申
４
月
15
日
か
ら
、
電
話
予
約
の
う
え
、

参
加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
☎
996
・
５
１
２
６
）
窓
口
へ

①
小
学
生
の
部

□日
５
月
14
日
〜
８
月
27
日
（
８
月
13
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
15
回
）　

午
後
６

時
〜
７
時

②
一
般
（
中
学
生
以
上
）
の
部

□日
５
月
14
日
〜
８
月
27
日
（
８
月
13
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
15
回
）　

午
後
７

時
30
分
〜
８
時
30
分

―
①
②
共
通
―

□場
八
潮
メ
セ
ナ
練
習
室

講
師　

沖
長
利
典
さ
ん

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
５
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□申
４
月
15
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
八
潮
メ
セ
ナ
（
☎
998
・
２

５
０
０
）
へ

　

詳
し
く
は
、
「
社
協
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□日
５
月
22
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午
・
29

日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時
（
全
２
回
）

□場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

□申
５
月
12
日
ま
で

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

☎
997
・
８
５
５
３

か
や
ぶ
き

無
料
法
律
相
談
会

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
座（
第
Ⅰ
期
）

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室「
基
礎
か
ら

は
じ
め
る
小
学
生
水
泳
教
室
」

歴
史
講
座

八
條
公
民
館
歴
史
講
座「
八
潮

の
歩
み
」

第
３
回
八
潮
市
民
さ
い
か
つ

ぼ
ー
る
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

講
習
会

季
節
展
示「
端
午
の
節
句
」

た
ん  

ご


